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Abstract
　The ukemi, or falling method employed in judo, is a technique with which to 
protect one’s self in the event of losing balance or upon being thrown or knocked 
down by an opponent. The poet Aida wrote about ukemi：“Ukemi is the basis of 
Judo. Ukemi is the practice of falling. Ukemi is the practice of being defeated. The 
practice of being thoroughly disgraced in front of others. Those who master ukemi 
are masters. Because they recognize the importance of losing.” Even in the case of 
falling on a hard concrete floor, it is exceedingly important to execute the ukemi 
with a tremendous sound, thereby expending the energy of the fall propagating 
through the body. At the moment of falling, the chin is pulled in to prevent the back 
of the head from hitting the floor, and the entire body is made momentarily rigid 
while executing the slap to the floor, and instantly following the slap, the body is 
relaxed. This is said to be the knack of doing ukemi properly. However, it is common 
for, fearing injury or pain, anxiety and tension to prevent supple use of the body to 
perform a masterful ukemi. It is often noted that there is greater interest in 
throwing one’s opponent than in falling correctly. Accordingly, observation by the 
untrained eye leads to an image of judo being dangerous. Recently, a study 
concluded that head and neck injuries in mandatory middle-school physical 
education judo classes were higher than in judo club activities（by 2.4 times）．This 
has become a significant problem. On December 12, 2011, the Asahi Shimbun 
Newspaper reported that seminars focusing on teaching methodology that promotes 
safety are to be conducted throughout the country. The aim of these seminars is to 
improve the conditions surrounding judo. This is a further effort to ensure the 
thoroughgoing pursuit of the advancement of judo teaching methods.
In this study, we examined the perceptions of middle-school students participating in 
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Ⅰ．緒言
柔道の受け身は、相手から技を掛けられて投げ
られたり、自分自身でバランスを崩して倒れた時
などの怪我から身体を守る技術である。詩人の相
田みつを 15）は、受け身について次のような詩を
読んでいる。「柔道の基本はほんらい受け身、受
け身とはころぶ練習、負ける練習、人の前にぶざ
まに恥をさらす練習、受け身が身につけば達人、
負けることの尊さが解るから」と。どんなに硬い
コンクリートの床に倒れたとしても、受け身を取
った瞬間は、身体に電流が走った様に乾いた大き
な音がする受け身を取る事が大事である。その瞬
間は後頭部を打たないように顎を引き、全身を瞬
時に剛体として床を叩く、そして叩き終ったら瞬
時に身体の力を緩めることが求められる。これが
受け身のコツと言われている。しかし、怪我や痛
みに対する恐怖感、不安から身体が緊張して満足
のいく受け身が身につかない場合が多い。しかし、
一般的に相手を投げる技術には興味を持って取り
組む場合が多く見られる。従って受け身が不十分
で未熟さから怪我に繋がり、柔道は危険だという
イメージだけが認識されやすいと思われる。最近、
中学の柔道で頭や首を負傷するリスクは、部活動
中より体育の授業中の方（部活の2.4倍）が高い
と云う調査結果が示され、大きな問題になってい
る。（朝日新聞2011.12.17朝刊掲載）、柔道界では
問題改善のための安全指導講習会を全国的に開催
し、指導法の意思徹底に勤めている。
そこで本研究は、扇塚1）らの先行研究において、
「柔道の受け身に対するイメージ調査の検討」で、
平成 24 年より実施の武道必修化に伴い中学生が
柔道の受け身に対してどの様なイメージを持って
いるかの調査を行った。
その結果を参考に、平成 23 年８月にニューヨ
ークで開催された第３回Kokushikai Judo Camp
参加メンバーを対象に同様の調査を行った。その
結果と先行研究を比較し報告する事とした。
Ⅱ．研究方法
（1）調査対象者
アメリカ（ニューヨーク州）にて平成 23 年年
８月15日～ 27日に開催されたKokushikai Judo 
Camp．参加者151名（男子105名、女子46名）、
平均年齢 19.8 歳　標準偏差 13.5 歳（20 歳以下：
106名、以上：45名）であった。
（2）調査方法
扇塚1）らの先行研究において使用したアンケー
ト調査の「柔道の受け身に関する意識の調査」表
１（英訳） の通り６要素・ 質問項目（30 項目）
を採用した。※日本文表２参照
Ａ ｢身体的効果」１），８），15），23）の４項目、
Ｂ ｢体力的効果｣ ２），20），24）の３項目、
Ｃ ｢日常的効果｣ ３），９），16），25）の４項目、
Ｄ ｢受け身の位置付け｣ ４）， ６），10），12） 
17），19），26），29）の８項目、
Ｅ ｢心理的効果｣ ５），７），11），18），21），27） 
28），30）の８項目、
Ｆ ｢その他｣ 14），22）の２項目を採用し、主催
者と調査対象者に調査依頼し同意を得て調査
用紙を配布、調査終了後に回収を行った。
judo classes made mandatory in 2012 with regards to ukemi. This study draws on a 
previous study by Ogitsuka, et al（1），the “Study of the Image of Judo Ukemi.” 
Taking into consideration the results of that study, we compared our results with 
the data collected during the 3rd Kokushikai Judo Camp conducted in New York in 
August of 2011, and other available data.
Key words; Ukemi, Self-protection, Judo, Safety guidance
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表１　アンケート用紙
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（3）分析方法
本研究は、受け身に対する意識の構造を統計的
立場から推定するための方法として因子分析法を
用いる事とした。
因子分析（Factor analysis）は、1900年代の初
めから心理学における統計的手法として発達し、
その後医学、生理学、社会学、教育学等広範囲の
分野において応用されている。その根本的な思想
は、“ある領域での一件複雑に見える種々の現象
も、極めて少数の潜在的因子（Latent factor）に
よって説明し得る”という、科学の根底に横たわ
る簡素（Parsimonny） の原則に基づいている。
（奥野ら13））
因子分析についてComrey.A.L（1980）は、そ
の著書の中で「多数の変量について相関行列が大
きな値の相関係数を持っていると云う事は、その
中にある変量が相当に強く関与していることを示
している。変量が多くその間に多数の高い相関が
ある時は、様々な相互関係のあることが予想され
るが、これをそのまま同時に考慮して考察する事
は非常に困難である。このような場合、因子分析
は相関行列に見られる数値を説明するために潜在
的な因子の存在を仮定したり、或は、因子と云う
名の構造物を想定し、このような複雑な相互関係
を出来るだけ簡単な形で捉える手段を提供するも
のである」と述べている。また、松浦14）は、「あ
表２　平均値と標準偏差
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る種の能力を測定する諸テスト変数は、テスト結
果として測定された成果にはいくつかのより単純
な能力領域が関与していると考えられる場合が多
い。 この単純な能力領域を各テスト変数の関連
（相関係数、または共分散）を手がかりとして見
つけていく統計的方法の一つが因子分析法と云わ
れるものである」と述べている。因子分析には、
その方法として、二因子解法、二重因子解法、セ
ントロイド解法、主成分解法、主因子解法、多因
子解法、多群子解法等の方法がある。
非常にそう思う･･･････ ５
やや思う･････････････ ４
どちらでもない･･･････ ３
あまりそう思わない･･･ ２
ぜんぜん思わない･････ １
として調査内容を得点化し、得られた結果につ
いて平均値、標準偏差、相関行列（30×30）を計
算し、主因子法（Principal factor solution）を施
し、固有値1.0、因子負荷量0.4以上の主成分につ
いてノーマル・バリマックス（Normal varimax）
基準による直行回転を適用して多因子解を求め
た。
Ⅲ．結果
１．項目ごとの得点の平均値と標準偏差
調査対象者151名から得られたデータを項目ご
とに得点化し、30 項目の平均値と標準偏差を算
出し、表２に示した。その結果、最も肯定された
項目は、４）受け身は転んだ時に使える（平均値
=4.70、標準偏差=0.70）である。反対に、最も同
意されなかった項目、13） 受け身は恥ずかしい
（平均値=1.38、標準偏差=0.82）である。
以下得点順に並べると、得点の高い順に５項目
３）受け身は転んだ時に使える
　　（平均値=4.702、標準偏差=0.700）、
１）受け身は身体を守る
　　（平均値=4.589、標準偏差=0.695）
16）受け身は身につけておくと便利
　　（平均値=4.556、標準偏差=0.717）
15）受け身は衝撃を和らげる
　　（平均値＝4.496、標準偏差=0.823）
８）受け身はケガを防ぐもの
　　（平均値=4.490、標準偏差=0.847）
得点の低い順に4項目
13）受け身は恥ずかしい
  （平均値=1.384、標準偏差=0.823）
７）受け身は怖い
  （平均値=1.642、標準偏差=1.015）
18）受け身は難しい
  （平均値=1.847、標準偏差=1.024）
５）受け身は痛そう
　　（平均値=2.278、標準偏差=1.312）
２．受け身に対する意識の構造
調査対象者全体の151名について、得られたデ
ータすべてを得点化した結果、表４の回転後の因
子負荷行列に見られるように８因子が抽出され、
第１因子から第８因子までの全分散に対する累積
貢献度は63.162%であった。ここでは因子負荷量
0.4 以上を解釈のための基準とした。表３は相関
行列（30×30）である。また、Cronbachのα係
数を算出したところ、α＝0.845と云う意味ある
数値が得られた。
第１因子は、全分散に対する貢献度は11.188%
であり、因子負荷量が0.4以上の項目を高いもの
から順に列挙すると
３）受け身は転んだ時に使える（0.831）、
15）受け身は衝撃を和らげる（0.793）、
１）受け身は体を守る（0.707）、
23）受け身は命を守る（0.650）、
25）受け身は普段の生活の中でも使える（0.476）
の５項目が抽出された。
３）日常的効果、15）身体的効果、１）身体的効
果、23）身体的効果、25）日常的効果に関する項
目が抽出された。受け身は日常的に身体を守る事
に繋がる事から「日常・身体的効果因子」と解釈
した。
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 3）受け身は転んだ時に使える
15）受け身は衝撃を和らげる
23）受け身は命を守る
25）受け身は普段の生活のなかでも使える
24）受け身は自然に体が動くようになる
16）受け身は身につけておくと便利
10）受け身はなくてはならない動作
14）受け身は自分がどうやってとっているのか分らない
12）受け身はたくさん種類がある
18）受け身は難しい
13）受け身は恥ずかしい
22）受け身はコツをつかめばすぐにできる
20）受け身は目が回る
29）受け身は柔道が強くなるための一歩
30）受け身はカッコいい
21）受け身は楽しい
27）受け身は美しいきれい
26）受け身は出来ていないと知っていないと危険
17）受け身は相手の技をきれいに見せるもの
11）受け身はストレス解消になる
19）受け身は練習したら上手くなる
 1）受け身は体を守る
 8）受け身はけがを防ぐもの
 9）受け身は事故にあった時に使える
 7）受け身は怖い
 5）受け身は痛そう
 4）受け身は基本的動作である
 2）受け身は首を強くする
 6）受け身は準備運動でする事の一つである
28）受け身はいざという時に使えるか不安
表３　相関行列（N=151）
表４　回転後の因子負荷行列（N=151）
 3）受け身は転んだ時に使える
15）受け身は衝撃を和らげる
 1）受け身は体を守る
23）受け身は命を守る
25）受け身は普段の生活のなかでも使える
24）受け身は自然に体が動くようになる
16）受け身は身につけておくと便利
10）受け身はなくてはならない動作
14）受け身は自分がどうやってとっているのか分らない
 8）受け身はけがを防ぐもの
12）受け身はたくさん種類がある
 9）受け身は事故にあった時に使える
 7）受け身は怖い
18）受け身は難しい
13）受け身は恥ずかしい
 5）受け身は痛そう
22）受け身はコツをつかめばすぐにできる
20）受け身は目が回る
 4）受け身は基本的動作である
29）受け身は柔道が強くなるための一歩
 2）受け身は首を強くする
30）受け身はカッコいい
21）受け身は楽しい
27）受け身は美しいきれい
26）受け身は出来ていないと知っていないと危険
17）受け身は相手の技をきれいに見せるもの
11）受け身はストレス解消になる
19）受け身は練習したら上手くなる
 6）受け身は準備運動でする事の一つである
28）受け身はいざという時に使えるか不安
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第２因子は、全分散に対する貢献度は10.916%
であり、有意な項目を列挙すると
24）受け身は自然に体が動くようになる（0.765）、
16） 受け身は身につけておくと便利（0.692）、
10） 受け身はなくてはならない動作（0.607）、
14） 受け身は自分がどうやってとっているか分ら
ない（0.594）、
８）受け身はけがを防ぐもの（0.580）、
12）受け身はたくさん種類がある（0.485）、
９）受け身は事故にあった時に使える（0.474）
の７項目が抽出された。
24）体力的効果、16）日常的効果、10）受け身の
位置付け、14）その他８）身体的効果、12）受け
身の位置付け、９）日常的効果に関する項目が抽
出された。ここでは因子負荷量の高い上位２つの
24）受け身は自然に体が動くように成る。16）受
け身は身につけておくと便利に注目して ｢体力・
日常効果因子｣ と解釈した。
第３因子は、 全分散に対する貢献度は 8.616%
であり、有意な項目を列挙すると
７）受け身は怖い（0.765）、
18）受け身は難しい（0.739）、
13）受け身は恥ずかしい（0.607）、
５）受け身は痛そう（0,531）、
22） 受け身はコツをつかめばすぐにできる  
（−0.457）、
20）受け身は目が回る（0.421）
の６項目が抽出された。
７）心理的効果、18）心理的効果､ 13）心理的効
果、５）心理的効果、22）その他､ 20）体力的効
果に関する項目が抽出された。上位４項目に心理
的な影響が高いことを示し ｢心理的マイナス効果
因子｣ と解釈した。
第４因子は、 全分散に対する貢献度は 7.685%
であり、有意な項目を列挙すると
４）受け身は基本動作である（0.747）、
29）受け身は柔道が強くなるための一歩（0.710）、
２）受け身は首を強くする（0.492）
の３項目が抽出された。
４）受け身の位置付け、29）受け身の位置付け、
 3）受け身は転んだ時に使える
15）受け身は衝撃を和らげる
23）受け身は命を守る
25）受け身は普段の生活のなかでも使える
24）受け身は自然に体が動くようになる
16）受け身は身につけておくと便利
10）受け身はなくてはならない動作
14）受け身は自分がどうやってとっているのか分らない
12）受け身はたくさん種類がある
18）受け身は難しい
13）受け身は恥ずかしい
22）受け身はコツをつかめばすぐにできる
20）受け身は目が回る
29）受け身は柔道が強くなるための一歩
30）受け身はカッコいい
21）受け身は楽しい
27）受け身は美しいきれい
26）受け身は出来ていないと知っていないと危険
17）受け身は相手の技をきれいに見せるもの
11）受け身はストレス解消になる
19）受け身は練習したら上手くなる
 1）受け身は体を守る
 8）受け身はけがを防ぐもの
 9）受け身は事故にあった時に使える
 7）受け身は怖い
 5）受け身は痛そう
 4）受け身は基本的動作である
 2）受け身は首を強くする
 6）受け身は準備運動でする事の一つである
28）受け身はいざという時に使えるか不安
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２）体力的効果に関する項目が抽出された。柔道
の基本技術の向上及び怪我予防に関する項目であ
り、｢基礎的因子｣ と解釈した。
第５因子は、 全分散に対する貢献度は 7.561%
であり、有意な項目を列挙すると
30）受け身はカッコいい（0.841）、
21）受け身は楽しい（0.789）、
27）受け身は美しい・きれい（0.521）
の３項目が抽出された。
30）心理的効果、21）心理的効果、27）心理的効
果に関する項目が抽出された。３項目すべて心理
的関係因子であり、｢心理的プラス効果因子｣ と
解釈した。
第６因子は、 全分散に対する貢献度は 6.869%
であり、有意な項目を列挙すると
26） 受け身は出来ていないと知っていないと危険
（0.664）、
17）受け身は相手の技をきれいに見せるもの
　　（0.612）、
11）受け身はストレス解消になる（0.523）
の３項目が抽出された。
26）受け身の位置付け、17）受け身の位置付け、
11）心理的効果に関する項目が抽出された。技の
効果の表現やストレス解消を表しており ｢心理的
効果因子｣ と解釈した。
第７因子は、 全分散に対する貢献度は 5.037%
であり、有意な項目を列挙すると
19）受け身は練習したらうまくなる（0.680）、
６）受け身は準備運動の一つである（0.563）
の２項目が抽出された。
19）受け身の位置付け、６）受け身の位置付けに
関する項目が抽出された。基本の徹底に関する事
と思われるので ｢基礎的因子」と解釈した。
第８因子は、 全分散に対する貢献度は 4.777%
であり、28）受け身はいざというときに使えるか
不安（− 0.743）の一項目にのみ有意な負荷量を
示した。心理的効果に関する項目である。通常因
子の解釈にあたっては、単一の項目からの因子を
定義するのは非常に困難であり、かつ正しく解釈
されたかどうかについても明確なものではないの
でここでは「解釈不能」とした。
この結果、Kokushikai Judo Camp参加者の受
け身の意識構造は、
● 第１因子：「日常・身体的効果因子」日常生活
における受け身の必要性、便宜性に関する記述
● 第２因子：「体力・日常効果因子」日常生活に
おける受け身の必要性に関する記述
● 第３因子：「心理的マイナス効果因子」受け身
によって得られるメンタル的要素に関する記述
● 第 4 因子：「基礎的因子」柔道の基本技術及び
怪我予防に関する記述
● 第５因子：「心理的プラス効果因子」受け身に
よって得られるメンタル的要素に関する記述
● 第６因子：「心理的効果因子」受け身の楽しさ、
期待に関する記述
● 第７因子：「基礎的因子」柔道における基本的
な受け身の取り組みに関する記述
● 第８因子は、一項目のみの抽出のため解釈不能。
以上の因子から構成されていた。
３．各因子の男女間の比較
因子分析の結果より、男子105名、女子46名に
ついて、各因子の因子得点係数を算出し、個人ご
との因子得点を（回帰法）によって算出した。そ
の結果、表５に示す様に第１～８因子すべてに於
いて男女間に有意な差は認められなかった。
表５　性差の検定（Ｔ検定）
柔道の受け身に対する意識調査の一考察
−Kokushikai Judo Camp（USA）参加メンバーを対象に−
21
Ⅳ．考　察
この結果、平均値から受け身の意識を考察する
と、平均値4.0以上の項目は13項目あり、中でも
一番高い３）受け身は転んだ時に使える　の様に
受け身をすることによって安全に怪我から身体を
守ることが出来る。逆に、得点の低い 13）受け
身は恥ずかしい　の様に投げられることに対して
不安や抵抗感はあるものの、楽しさや技がきれい
に決まるようになりたいという希望と期待を持っ
て取り組んでいる様子が伺える。
また、因子分析から受身の意識を考察すると第
１因子 ｢日常・身体的効果因子｣、第２因子 ｢体
力・日常効果因子｣ と解釈できることから、参加
者の年齢平均が 19.8 歳、下は６歳から上は 75 歳
であるが、参加者の2/3が20歳以下の若者が多く
参加していた事から、指導者から受身の必要性や
取り組み方について徹底的に指導されている事が
窺われる。参加者は、柔道の練習や日常生活にお
いて安全に身体を護る技術であることを潜在的に
意識していると推測される。
第３因子の ｢心理的マイナス効果因子｣ ７）受
け身は怖い　18）受け身は難しい　13）受け身は
恥ずかしい　５）受け身は痛そうの　４項目がマ
イナスイメージに対して　22）受け身はコツをつ
かめばすぐにできるという様に、20 歳未満の若
者が多く参加している為、指導者の指導通り積極
的に希望を持って取り組み、痛い・怖いという不
安な気持ちを越えようとする葛藤が伺われる。
第４因子の ｢基礎的因子｣ ４）受け身は基本的
動作である　29）受け身は柔道が強くなるための
一歩　２）受け身は首を強くするは、受け身の必
要性・重要性を認識しており、日頃から指導・徹
底されていることが伺える。
第５因子の「心理的プラス効果因子」30）受け
身はカッコいい　21）受け身は楽しい　27）受け
身は美しい・きれい、受け身を見た印象そのまま
希望と期待・ あこがれを抱いている事が伺われ
た。
第６因子の「心理的効果因子」26）受け身は出
来ていないと知っていないと危険　17）受け身は
相手の技をきれいに見せるもの　11）受け身はス
トレス解消になる、受け身の必要性及び爽快感を
持って取り組んでいる事が伺える。
第７因子の「基礎的因子」19）受け身は練習し
たら上手くなる　６）受け身は準備運動の一つで
あるの様に、柔道が強くなるための基礎であると
捉えていることが伺える。
Ⅴ．まとめ（Conclusions）
本研究では、Kokushikai Judo Camp参加メン
バーの受け身に対する心理学的意識（イメージ）
についてアンケート調査による検討を行った結
果、次の結論が得られた。
１） 参加メンバーの2/3が20歳以下の若いメンバ
ーであり、また、初心者が大半であった。従
って、日頃指導者から受け身の必要性や重要
性について徹底して指導を受けている事が推
測される。
２） 受け身の意識は、解釈不能一つの因子を除き
　　「日常･身体的効果因子」
　　「体力･日常的効果因子」
　　「心理的マイナス効果因子」
　　「基礎的因子」
　　「心理的プラス効果因子」
　　「心理的効果因子」
　　「基礎的因子」
の７因子から構成されていた。
扇塚1）らの先行研究の中学生と比較すると、投
げられる事への恐怖感や受け身の痛みから逃避観
を抱く者については同様の印象が認められた。し
かし、日常生活の中で怪我の防止、安全面との関
連性については、中学生よりもCamp参加者の方
が高い意識を示していた。このことは、柔道が強
くなる（柔道の技を早く教えてもらいたい）ため
には、楽しんで行うと共に、技を教えて欲しくて、
早く受け身が出来るようになりたいと、強く認識
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している結果と思われる。
３） Camp 主催者（松村先生・セリータ氏）は、
思春期の若い子供達が多く参加している、従
って怪我をさせない為に受け身を徹底する事
を常に心がけて指導されている。さらに飽き
させない為、色々な遊びを取り入れて楽しく
遊びの中からいかに柔道に興味を持たせるか
と云う事に神経を注いで指導されている事が
影響していると考えられる。
受け身が出来ない者には技を教えない事を教
え、受け身の徹底を即されている。
本研究は、アメリカ柔道家の受け身に対する意
識の検討であるが、指導者の指導法が強く影響し
ている事が伺え、生徒自ら真剣に取り組んでいる
様子を伺うことができた。
以上の事から、受け身の徹底指導を行う事が求
められ、何故 ｢受け身｣ を覚えなければならない
のかを理解させ、上手い受け方、倒れ方、対応方
法等を指導する事が大事である。これが柔道本来
の技術向上にも繋がると共に怪我予防に大事であ
ると考える。
本稿作成に当たり、kokushikai Judo Camp主
催者の松村洋一郎先生（国士舘大学体育学部３期
卒）、Celita Schutz 氏　オリンピアン（アトラン
タ・シドニー ･アテネ）、Tommi.S.Freeburg氏、
Hiromi karagiannis氏には、アンケート調査及び
翻訳にご協力いただき、貴重な資料を得る事がで
きました。また、藤田主一先生（日本体育大学教
授）、吉川和利先生（電気通信大学教授）にはデ
ータ分析等ご指導頂きましたこと深く感謝申し上
げます。誠にありがとう御座いました。
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